
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 北星学園大学短期大学部 
設置者名 学校法人北星学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

短期大学部 

英文学科 
夜 ・

通信 
0 0 

8 8 7  

生活創造学科 
夜 ・

通信 
8 8 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/jitsumu/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 北星学園大学短期大学部 
設置者名 学校法人北星学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
事業計画書に掲載（https://houjin.hokusei.ac.jp/about/finance/） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 日本キリスト教会牧師 

2025.6.23

～2028 年度

定時評議員

会の終結の

時 

建学の精神を視点

とした確認・助言等 

非常勤 無職 

2025.6.23

～2028 年度

定時評議員

会の終結の

時 

同窓生として魅力

ある大学づくりへ

の提言 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://houjin.hokusei.ac.jp/about/finance/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 北星学園大学短期大学部 

設置者名 学校法人北星学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画書の作成過程 

 シラバスの執筆依頼時にシラバス作成の手引きを全教員に配付し、授業の目的およ

び概要、授業方法（形態）、アクティブ・ラーニングの手法・内容、到達目標、授業計

画（回数と各回の内容）、成績評価方法・課題に対するフィードバック、事前事後学習

（必要な時間を含む）等の記載を求めている。シラバス作成後、シラバスの記載内容

が適正かどうか、カリキュラム方針に基づき担当教員以外の第三者がチェックし、教

学会議で最終確認を行う。修正等が必要なシラバスは期限までに修正したうえで、Ｗ

ＥＢシラバスサイトに公開される。 

・授業計画書の作成・公表時期 

次年度のシラバス作成は、10月の教授会において、次年度の授業科目担当者の採用・

選考を行い、12月末にシラバスの作成を依頼している。作成期間は、翌年２月上旬ま

でとし、その後、教学会議で最終確認を行い、修正が必要な場合は、３月下旬までに

修正を完了させるよう依頼し、新年度のオリエンテーション期間（履修登録）開始時

までに、学生が全科目のシラバスをＷＥＢシラバスサイトから閲覧できるようにして

いる。 

 

授業計画書の公表方法 https://pota.hokusei.ac.jp/campusweb/slbssrch.do 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

シラバスに到達目標と成績評価の方法・基準（試験・レポート・課題提出等やその

割合）を明示し、その内容のとおり、各授業科目の学修成果の評価を行っている。 

成績評価については、授業の形態及び展開を勘案し、適切な方法により学修成果を評

価し、学則及び履修ガイドに明示してある基準（Ａ＋：到達目標に十分達し、極めて

優秀な成果を修めている。Ａ：到達目標に十分達し、優秀な成果を修めている。Ｂ＋:

到達目標に十分達している。Ｂ:到達目標に達している。Ｃ:不十分な点は認められる

ものの、到達目標に達している。Ｄ:到達目標に最低限達している。Ｆ:到達目標に達

していない。）に基づき厳格かつ適正に単位を授与している。なお、本学ではＤ以上の

成績評価が与えられた場合に限り単位を授与している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価において、学生自らが所属する学科・学年の中で自分の成績状況がどのく

らいの位置にあるのか把握できるよう、客観的な指標であるＧＰＡを用いて表してい

る。ＧＰＡ制度に関する規程及び履修ガイドに明示してあるとおり、ＧＰはＡ＋：4.0、

Ａ：3.5、Ｂ＋：3.0、Ｂ：2.5、Ｃ：2.0、Ｄ：1.0、Ｆ：0.0と定め、ＧＰに該当科目

の単位数を乗じて合計し、総履修単位数で除してＧＰＡ（履修した科目１単位あたり

の成績平均点）を算出している。ＧＰＡは①学期ＧＰＡ（当該学期に履修し成績評価

を受けた授業科目全体のＧＰ合計を当該学期の履修総単位数で除して算出）、②年度

ＧＰＡ（当該年度に履修し成績評価を受けた授業科目全体のＧＰ合計を当該年度の履

修総単位数で除して算出）、③累積ＧＰＡ（入学時から現在の学期までに履修し成績評

価を受けた授業科目全体のＧＰ合計を入学時からの履修総単位数で除して算出）の３

種類を算出し、学生へ通知する。学生は「履修登録.Ｗｅｂ」にアクセスし、自分の成

績評価、学科の中での順位を確認することができる。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/gradin

g_gpa/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針として短期大学部の教育理念に基づき、１．キリスト教に

よる人格教育を通じ、広い教養と、専門の知識・技術を深く修得し、社会において、

知的、応用的能力を発揮することができるようになること。２．愛と奉仕に生きる自

由な人間という、人間の基本的なあり方と姿勢を問い続け、自らの生き方を探求し、

実践していくことができるようになること。３．知性と豊かな人間性を備え、社会の

諸情勢や問題に深い関心を持ち、その発展と問題解決に関わる姿勢や心を持ち続ける

ことができるようになること。以上の３つを短期大学部のディプロマ・ポリシーとし

て策定している。短期大学部のディプロマ・ポリシーに基づきそれぞれの学科単位で

もディプロマ・ポリシーを策定し、学生が身につけるべき資質・能力を明確化してい

る。 

各学科の教育課程を修め、規定の期間以上在学し、厳格な成績評価に基づき所定の

単位を修得し、卒業要件を満たした者に対して卒業を認定し、学位を授与している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.hokusei.ac.jp/ideal/policy/ 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 北星学園大学短期大学部 

設置者名 学校法人北星学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://houjin.hokusei.ac.jp/about/finance/ 

収支計算書又は損益計算書 https://houjin.hokusei.ac.jp/about/finance/ 

財産目録 https://houjin.hokusei.ac.jp/about/finance/ 

事業報告書 https://houjin.hokusei.ac.jp/about/finance/ 

監事による監査報告（書） https://houjin.hokusei.ac.jp/about/finance/ 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（学校法人北星学園中長期計画～グランドデザイン 2020-2040～              

対象年度：2020 年度～2040 年度） 

公表方法：https://houjin.hokusei.ac.jp/about/grand-design/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/evaluation2/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/evaluation/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 英文学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/ideal/policy/） 

（概要） 

生きた英語とそれを支える文化、さらに英米文化のみならず広範な分野にわたる専門教

育を実践的に教授するとともに、総合的な英語運用能力と豊かな国際感覚を養成し、広い

視野と判断力及び適切なコミュニケーション能力を備えた人材の育成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/junior_college/jc_diploma/） 

（概要） 

【短期大学部】 

1. キリスト教による人格教育を通じ、広い教養と、専門の知識・技術を深く修得し、社

会において、知的、応用的能力を発揮することができるようになること。 

2. 愛と奉仕に生きる自由な人間という、人間の基本的なあり方と姿勢を問い続け、自ら

の生き方を探求し、実践していくことができるようになること。 

3. 知性と豊かな人間性を備え、社会の諸情勢や問題に深い関心を持ち、その発展と問題

解決に関わる姿勢や心を持ち続けることができるようになること。 

＜英文学科＞ 

1. 英語を通じて様々な国の人々と自信を持って関わり，国際的な視野で社会の諸課題を 

理解し，自分の意見を表現することができる。  

2. 異文化を理解する能力，総合的な英語力，判断力，コミュニケーション能力を発揮し，

社会の一員として貢献することができる。 

3. 社会人としての教養と実践的知識を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/junior_college/jc_curriculum/） 

（概要） 

1. 日英両言語で幅広い教養を身につけることのできる科目を配置する。 

2. １年次 基本的な英語運用能力を高める科目を配置する。 

3. ２年次 英語で学ぶ多様な選択科目を配置する。 

4. 様々な国の人々と英語でコミュニケーションをとる姿勢、能力を身につける支援をす

る。 

5. アカデミック・アドバイザーによる、自律的な学修を支援する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/junior_college/jc_admission/） 

（概要） 

 英文学科では、生きた英語とそれを支える文化、さらに英米文化のみならず広範な分野

にわたる専門教育を実践的に教授するとともに、総合的な英語運用能力と豊かな国際感覚

を養成し、広い視野と判断力及び適切なコミュニケーション能力を備えた人材の育成を目

的とする学科です。 

 本学科の目的を理解し、以下のような意欲を持つ学生を求めています。 

1. 国際語としての英語を学び、自分の意見を表現する力を身につけたい人。 

2. 異文化を学び、国際的な視野に立つ判断力、コミュニケーション能力を身につけたい

人。 

3. 幅広い学問分野を探究するとともに、社会で活躍するための英語運用能力を身につけ

たい人。 

 



  

学部等名 生活創造学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/ideal/policy/） 

（概要） 

人の生活を総合的、複合的、科学的にとらえるための知識・技術を教授し、生活に存在

する問題を発見して適切に表現する能力、そして新しい生活方法を発想、実践する能力を

養成し、主体的、能動的に生活の知的創造ができる人材の育成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/junior_college/jc_diploma/） 

（概要） 

【短期大学部】 

1. キリスト教による人格教育を通じ、広い教養と、専門の知識・技術を深く修得し、社

会において、知的、応用的能力を発揮することができるようになること。 

2. 愛と奉仕に生きる自由な人間という、人間の基本的なあり方と姿勢を問い続け、自ら

の生き方を探求し、実践していくことができるようになること。 

3. 知性と豊かな人間性を備え、社会の諸情勢や問題に深い関心を持ち、その発展と問題

解決に関わる姿勢や心を持ち続けることができるようになること。 

＜生活創造学科＞ 

1. 人の生活を総合的・複合的・科学的にとらえる知識・技術を有する。 

2. 生活に内在する問題を発見して適切に表現する能力、そして新しい生活方法を発想、

実践する能力を持ち、主体的・能動的に生活の知的創造ができる。 

3. 時代のニーズを敏感に察知する感受性と、社会人として求められる知識、他者と協調

できる豊かな人間性と表現力を身につけている 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/junior_college/jc_curriculum/） 

（概要） 

1. 現代の生活に関わる基礎的な事柄や問題を知り、生活を総合的、複合的、科学的にと

らえることができるよう、一般教育科目、専門科目に多様な分野の科目を配置する。 

2. 学生が興味や関心を持っている分野の専門知識や技術の学習を軸として、生活の問題

を掘り下げていくことができるよう、以下のように履修モデルを提示する。 

a. 時代のニーズに合わせた履修モデルとして、生活心理、生活文化、生活福祉、経済・

経営、情報システム、住居・インテリアデザイン、クリエイティブデザインの７つ

がある。 学生は、履修モデルに共通する理解力、思考力、感受性、表現力をそれぞ

れの分野の学習を通して修得する。 

b. 履修モデルの各分野の専門的知識や技術を修得すると共に、相互の関連する科目を

自由に学ぶことが可能で、多角的なものの見方を養うことができるようにする。 

3. 少人数制の講義や演習，実習を展開し、学生一人ひとりにきめ細かい支援を行う。 

4. さまざまな問題を自ら解決する能力、そのプロセスにおいて他者と協調できる豊かな

人間性と表現力を獲得することを目的とした科目を配置する。 

5. 社会人として求められる知識、自己のキャリア探求に必要な知識を教授する科目を配

置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/junior_college/jc_admission/） 

（概要） 

生活創造学科では、人の生活を総合的、複合的、科学的にとらえるための知識・技術

を教授し、生活の中に潜在する問題を発見し適切に表現する能力、新しい生活方法を

のびやかに発想し実践する能力を養成することを目的とする学科です。 

 本学科の目的を理解し、以下のような意欲を持つ学生を求めています。 

1. 2 年という限られた時間の中で、貪欲に学び、幅広い知識と技能を修得したい人。 

2. より豊かに生きていくために、個人と社会のあり方を真剣に考え、行動する力を

身につけたい人。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/ 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 0人 － 0人 

英文学科 － 5人 3人 1人 0人 0人 9人 

生活創造学科 － 4人 3人 0人 0人 0人 7人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

2人 17人 19人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：http://www2.hokusei.ac.jp/hguhp/KgApp 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

全学ＦＤ、各学部ＦＤ、各学科ＦＤを実施し、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修・研

究を行っている。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

英文学科 0人 0人 0％ 120人 65人 54.2％ 0人 0人 

生活創造学科 0人 0人 0％ 80人 52人 65.0％ 0人 0人 

合計 0人 0人 0％ 200人 117人 58.5％ 0人 0人 

（備考） 



  

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

英文学科 
74人 

（100％） 

26人 

（35.1％） 

38人 

（51.4％） 

10人 

（13.5％） 

生活創造学科 
46人 

（100％） 

10人 

（21.7％） 

32人 

（69.6％） 

4人 

（8.7％） 

合計 
120人 

（100％） 

36人 

（30.0％） 

70人 

（58.3％） 

14人 

（11.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

https://www.hokusei.ac.jp/carrer/career_result/ 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

・授業計画書の作成過程 

 シラバスの執筆依頼時にシラバス作成の手引きを全教員に配付し、授業の目的および

概要、授業方法（形態）、アクティブ・ラーニングの手法・内容、到達目標、授業計画（回

数と各回の内容）、成績評価方法・課題に対するフィードバック、事前事後学習（必要な

時間を含む）等の記載を求めている。シラバス作成後、シラバスの記載内容が適正かどう

か、カリキュラム方針に基づき担当教員以外の第三者がチェックし、教学会議で最終確認

を行う。修正等が必要なシラバスは期限までに修正したうえで、ＷＥＢシラバスサイトに

公開される。 

・授業計画書の作成・公表時期 

次年度のシラバス作成は、10 月の教授会において、次年度の授業科目担当者の採用・

選考を行い、12 月末にシラバスの作成を依頼している。作成期間は、翌年２月上旬まで

とし、その後、教学会議で最終確認を行い、修正が必要な場合は、３月下旬までに修正を

完了させるよう依頼し、新年度のオリエンテーション期間（履修登録）開始時までに、学

生が全科目のシラバスをＷＥＢシラバスサイトから閲覧できるようにしている。 
 



  

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価において、学生自らが所属する学科・学年の中で自分の成績状況がどのくらい

の位置にあるのか把握できるよう、客観的な指標であるＧＰＡを用いて表している。ＧＰ

Ａ制度に関する規程及び履修ガイドに明示してあるとおり、ＧＰはＡ＋：4.0、Ａ：3.5、

Ｂ＋：3.0、Ｂ：2.5、Ｃ：2.0、Ｄ：1.0、Ｆ：0.0と定め、ＧＰに該当科目の単位数を乗

じて合計し、総履修単位数で除してＧＰＡ（履修した科目１単位あたりの成績平均点）を

算出している。ＧＰＡは①学期ＧＰＡ（当該学期に履修し成績評価を受けた授業科目全体

のＧＰ合計を当該学期の履修総単位数で除して算出）、②年度ＧＰＡ（当該年度に履修し

成績評価を受けた授業科目全体のＧＰ合計を当該年度の履修総単位数で除して算出）、③

累積ＧＰＡ（入学時から現在の学期までに履修し成績評価を受けた授業科目全体のＧＰ合

計を入学時からの履修総単位数で除して算出）の３種類を算出し、学生へ通知する。学生

は「履修登録.Ｗｅｂ」にアクセスし、自分の成績評価、学科の中での順位を確認するこ

とができる。 
 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針として短期大学部の教育理念に基づき、１．キリスト教による

人格教育を通じ、広い教養と、専門の知識・技術を深く修得し、社会において、知的、応

用的能力を発揮することができるようになること。２．愛と奉仕に生きる自由な人間とい

う、人間の基本的なあり方と姿勢を問い続け、自らの生き方を探求し、実践していくこと

ができるようになること。３．知性と豊かな人間性を備え、社会の諸情勢や問題に深い関

心を持ち、その発展と問題解決に関わる姿勢や心を持ち続けることができるようになるこ

と。以上の３つを短期大学部のディプロマ・ポリシーとして策定している。短期大学部の

ディプロマ・ポリシーに基づきそれぞれの学科単位でもディプロマ・ポリシーを策定し、

学生が身につけるべき資質・能力を明確化している。 

各学科の教育課程を修め、規定の期間以上在学し、厳格な成績評価に基づき所定の単位

を修得し、卒業要件を満たした者に対して卒業を認定し、学位を授与している。 
 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

短期大学部 
英文学科 66単位 ○有 ・無 46単位 

生活創造学科 66単位 ○有 ・無 44単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：

https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/grading_gpa/ 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/ 

 

 

 

 



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

短期大学部 
全学科 1年次 － － － 2025年 4月募集停止 

全学科 2年次 790,000円 0円 140,000円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜学習サポートセンター＞ 

ラーニング・コモンズを設置し、学生の主体的な学習、様々な学びを支援している。ラー

ニング・コモンズには多種多様な学習スタイルに合うように考えられた 6つのエリアがあ

り、グループワーク、創作活動、プレゼンテーションなどの学習を行うことができる。ま

た、正課の授業以外での学びの機会の提供として、「学習支援プログラム」を準備している。

授業や課題等で困った際、または学生自身のスキルアップを目指す際にチューターが個別で

支援を行う「個別学習支援」と、大学生活・今後のキャリアアップに役に立つスタディスキ

ルズを学ぶ「学習セミナー」を実施している。さらに、修学上の相談ができる窓口として、

本学学生からなる「北星ピア・サポーター」が相談に乗っている。また、学習に関する質問

などを相談できる窓口として、学習サポートデスクスタッフが在席し、必要に応じて、学生

に最適な支援や部署の提案・紹介を行っている。 

＜アクセシビリティ支援室＞ 

障害やその他の理由で困難を感じている学生への修学支援・学生生活支援に取り組んでい

る。アクセシビリティ支援室では、困難を感じている学生の相談に応じ、合理的配慮に基づ

いた適切な支援計画を共に考えている。 

＜奨学金制度＞ 

成績優秀者学業奨励賞など北星学園大学独自の給付型奨学金制度に加え、入試成績特別奨

学賞、兄弟姉妹等同時在学者減免、社会人選抜減免といった授業料や教育充実費等の減免を

行う制度を設けている。 

＜授業料の徴収猶予＞ 

日本学生支援機構の給付型奨学金について、在学中の高校で予約申し込みを行った場合、又

は入学後に本学で申し込みを行う予定である場合は、給付型奨学金への採用が確定した月の

末日まで授業料の延納を行うことができる。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜キャリアデザインセンター＞ 

入学後の早い段階から就職や進学、資格取得を含めた卒業後の進路選択など、将来への気づ

きを促せるようスタッフが個別対応し、実りある人生を築くためのバックアップをしてい

る。また、通常の授業時間枠の毎週水曜日３講目は一切の授業を入れない「空きコマ」とし

て、キャリアデザインプログラム（就職及びキャリア支援の講座）を開講し、全学生が無理

なくキャリア支援講座を受講できるようにしている。この講座は自己分析から企業研究まで

幅広い講座を段階的に準備し、公務員や教員、福祉専門職など職種別の講座も数多く展開し

ている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜からだのケア＞ 

医務室：学生の健康的な学園生活をサポートするために健康管理を行っている。軽いケガや

体調不良時の応急処置、学校医による健康などの悩み相談等を行っており、毎年 4 月には、

健康診断を実施している。 

学生医療互助会：適用要件を満たした場合、申請により医療保険の適用をうけた医療費が給



  

付される制度、また、宿泊施設利用の際の割引補助などの事業によって学生の健康増進をは

かる制度でもある。 

学生教育研究災害傷害保険：正課・学校行事・課外活動・通学中やキャンパス内での災害傷

害（ケガ）を対象とし、死亡保険金/後遺障害保険金/医療保険金が一定の要件のもとに支給

される。 

学研災付帯賠償責任保険：国内において正課・学校行事・正課でのインターンシップなどの

活動中およびその往復中に、他人にケガを負わせたり、他人の財物を損壊したことによって

被った法律上の損害賠償を補償する。 

 

＜こころのケア＞ 

学生相談室：常勤の専任カウンセラー１名のほか、２名の相談員が交替で相談にあたってお

り、全員が臨床心理士の資格を持っている。相談は来室か電話で受け付けている。また、月

２回程度、精神科医による相談を行っている。 

オフィス・アワー：教員の研究室で親しく相談のできる時間帯のことを「オフィス・アワ

ー」といい、教員が研究室にいる時間帯を教員自身が設定しており、学生の相談に応じる体

制がとられている。 

総合相談窓口：修学上の問題、生活上の問題など、学生のあらゆる相談に応じ、必要があれ

ば他の窓口へ紹介を行う。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.hokusei.ac.jp/publicinfo/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　　0人） （　　　　　0人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　　0）人

44人（　　0）人

－ －

内
訳

第Ⅲ区分 － －

（うち多子世帯） （　　　　　0人） （　　　　　0人）

（うち多子世帯） （　　　　　0人） （　　　　　0人）

第Ⅱ区分

－第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F201310100453

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

44人（　　0）人

後半期

37人（　　0）人

23人

－

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

北星学園大学短期大学部

学校法人北星学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
43人（　　0）人

22人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

人 － 0人

人 0人 0人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

人 － 0人

0人 0人

人 － 0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

人 0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 － －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 人 － －

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

人 0人 0人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 －


